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(57)【要約】
【課題】屋根の軒先を長くしても、軒先を十分に支持で
きて、日差しを効果的に避けることができるユニット式
建物を提供すること。
【解決手段】屋根パネル５Ｂの軒先側の外壁に面した建
物ユニット１０，２０の骨組みに接合され、先端上部に
屋根パネル５Ｂの軒先を支持する上階の袖壁パネル４０
Ｂと、この上階の袖壁パネル４０Ｂに接続される下階の
袖壁パネル４０Ａと、この下階の袖壁パネル４０Ａの下
部を支持する基礎２とを備える。従って、屋根パネル５
Ｂの荷重が袖壁パネル４０Ａ，４０Ｂを介して基礎２に
伝達されるから、屋根４の軒先を長くしても、それを十
分に支持することができ、また、屋根パネル５Ｂの軒先
および袖壁パネル４０Ａ，４０Ｂによって日差しを効果
的に避けることができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれ骨組みを有する複数の建物ユニットを組み合わせて建物本体が施工され、この
建物本体の上に屋根パネルからなる屋根が施工されるユニット式建物であって、
　外部に面した前記建物ユニットの骨組みに接合され先端上部に前記屋根の軒先を支持す
る袖壁パネルと、この袖壁パネルの下部を支持する基礎とを備えたことを特徴とするユニ
ット式建物。
【請求項２】
　請求項１に記載されたユニット式建物において、
　前記袖壁パネルは上下の梁と、これらの梁の先端部分を連結する柱とを備え、前記上梁
は前記建物ユニットの骨組みの上端部に連結され、前記下梁は前記建物ユニットの骨組み
の下端部に連結されることを特徴とするユニット式建物。
【請求項３】
　請求項２に記載されたユニット式建物において、
　前記柱の上端部には前記屋根パネルを支持する支持金具が取り付けられることを特徴と
するユニット式建物。
【請求項４】
　請求項１ないし請求項３のいずれかに記載されたユニット式建物において、
　前記建物ユニットは水平方向に複数並んで配置され、これらの建物ユニット毎に前記袖
壁パネルが設けられ、これらの袖壁パネル同士を連結梁で連結したことを特徴とするユニ
ット式建物。
【請求項５】
　請求項４に記載されたユニット式建物において、
　前記連結梁には前記屋根パネルを支持する支持金物が取り付けられていることを特徴と
するユニット式建物。
【請求項６】
　請求項１ないし請求項５のいずれかに記載されたユニット式建物において、
　前記袖壁パネルは複数が並んで配置され、これらの袖壁パネル同士を床部で連結し、こ
の床部を含んでバルコニーが形成されることを特徴とするユニット式建物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ユニット式建物に関し、詳しくは、それぞれ骨組みを有する複数の建物ユニ
ットを組み合わせて建物本体が施工され、この建物本体の上に屋根パネルからなる屋根が
施工されるユニット式建物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　四隅に立設される４本の柱と、これらの柱の上端間同士または下端間同士をそれぞれ結
合する各４本の天井梁、床梁を有する骨組みを備えて建物ユニットが形成されている。こ
の建物ユニットを複数組み合わせてユニット式の建物本体が施工されており、この建物本
体の上には屋根を構成する屋根パネルが束を介して取り付けられているユニット式建物が
知られている（例えば、特許文献１参照）。このようなユニット式建物は、その屋根の下
端が外壁から突出する軒先を有している。
【０００３】
【特許文献１】特開２０００－２７３９６０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、日よけ等のため、屋根の軒先を長くしたい場合には、特許文献１で示さ
れる従来のユニット式建物では、単に、屋根の軒先を長くしても、その屋根を支持する手
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段がないので、軒先を長くするにも限界がある。
【０００５】
　本発明の目的は、屋根の軒先を長くしても、軒先を十分に支持できて、日差しを効果的
に避けることができるユニット式建物を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的を達成するために本発明のユニット式建物は、以下の構成を備える。
　すなわち、図面も参照して説明すると、本発明のユニット式建物１は、それぞれ骨組み
を有する複数の建物ユニット１０，２０を組み合わせて建物本体３が施工され、この建物
本体３の上に屋根パネル５からなる屋根４が施工されるユニット式建物１であって、外部
に面した前記建物ユニット１０，２０の骨組みに接合され先端上部に前記屋根４の軒先を
支持する袖壁パネル４０と、この袖壁パネル４０の下部を支持する基礎２とを備えたこと
を特徴とする。
【０００７】
　この発明によれば、屋根の軒先が袖壁パネルによって支持され、袖壁の下部が基礎によ
って支持されているので、屋根の荷重が袖壁パネルを介して基礎に伝達されるから、屋根
の軒先を長くしても、それを十分に支持することができる。しかも、屋根の軒先部分並び
に袖壁パネルにより日差しを効果的に避けることができる。
　また、袖壁パネルを設けることによって屋根の軒先を先端方向に延長させることができ
るので、屋根の軒先のうち軒先を延長させる範囲を選択して、延長させた軒先と、延長さ
せない軒先とを合わせもつユニット式建物を形成することもできる。このように屋根の軒
先を部分的に延長させることができるので、敷地に対する建物のレイアウトの自由度を大
きくすることができる。
【０００８】
　本発明のユニット式建物１では、前記袖壁パネル４０は上下の梁４１，４２と、これら
の梁４１，４２の先端部分を連結する柱４３とを備え、前記上梁４１は前記建物ユニット
１０，２０の骨組みの上端部に連結され、前記下梁４２は前記建物ユニット１０，２０の
骨組みの下端部に連結されることが好ましい。
　この発明によれば、屋根の軒先が袖壁パネルの上梁に支持されているので、屋根の荷重
が上梁を介して建物ユニットの骨組みにも伝達される。また、上下の梁の先端部分が柱で
連結されているので、屋根の荷重が柱および下梁を介しても建物ユニットの骨組みに伝達
される。このように、屋根の荷重が基礎にだけでなく建物ユニットの骨組みにも伝達され
、屋根の荷重を分散支持することができる。
【０００９】
　本発明のユニット式建物１では、前記柱４３の上端部には前記屋根パネル５を支持する
支持金具５１が取り付けられることが好ましい。
　この発明によれば、上下の梁の先端部分を連結する柱の上端部に支持金具が取り付けら
れ、この支持金具によって屋根の軒先を支持できるので、この支持金具を介して屋根パネ
ルを確実に固定することができる。
【００１０】
　本発明のユニット式建物１では、前記建物ユニット１０，２０は水平方向に複数並んで
配置され、これらの建物ユニット１０，２０毎に前記袖壁パネル４０が設けられ、これら
の袖壁パネル４０同士を連結梁５３で連結したことが好ましい。
　この発明によれば、屋根の軒先の端縁に沿った方向に並んで配置された建物ユニット毎
に袖壁パネルが設けられているので、屋根の軒先を複数の袖壁パネルで確実に支持するこ
とができる。さらに、連結梁によって袖壁パネル同士が連結されるので、個々の袖壁パネ
ルの強度を増すことができ、建物全体の耐震性を高めることができる。
【００１１】
　本発明のユニット式建物１では、前記連結梁５３には前記屋根パネル５を支持する支持
金物５５が取り付けられていることが好ましい。
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　この発明によれば、連結梁は、屋根の軒先の端縁に沿った方向に並んで配置された建物
ユニット毎に設けられた袖壁パネル同士を連結するように設けられているので、この連結
梁に取り付けられた支持金物によって、連結梁の任意の位置で屋根パネルを支持すること
ができる。例えば、隣り合う袖壁パネルの間隔が所定寸法より大きい場合に、これらの袖
壁パネルを連結する連結梁に取り付けた支持金物によって屋根の軒先を支持すれば、軒先
の支持位置の間隔が部分的に大きくならずに済み、屋根パネルを確実に支持することがで
きる。
【００１２】
　本発明のユニット式建物１では、前記袖壁パネル４０は複数が並んで配置され、これら
の袖壁パネル４０同士を床部６１で連結し、この床部６１を含んでバルコニー６０が形成
されることが好ましい。
　この発明によれば、床部が隣り合う袖壁パネル同士に連結されているので、別途床部を
支持するための梁などを設ける必要がなく、この床部をバルコニー床として隣り合う袖壁
パネルの間にバルコニーを簡単に施工することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明の一実施形態を図面に基づいて説明する。
　図１および図２は、本実施形態に係るユニット式建物１を示す斜視図および断面図であ
る。図３および図４は、ユニット式建物１における標準下階建物ユニット１０Ａおよび台
形状上階建物ユニット２０Ｄを示す斜視図である。図５は、ユニット式建物１における袖
壁パネル４０の骨組みを示す斜視図であり、図６は、袖壁パネル４０の接続部分の一部を
省略して示す斜視図である。
【００１４】
　図１および図２において、ユニット式建物１は、基礎２の上に施工された複数（図中６
個）の下階建物ユニット１０と、これらの下階建物ユニット１０の上に施工された複数（
図中６個）の上階建物ユニット２０とを組み合わせた建物本体３を備えて構成されている
。そして、建物本体３の上側には、小屋組みで構成された屋根４が施工され、この屋根４
は、複数枚の屋根パネル５を組み合わせることにより棟側から両側の軒先に向かって下り
勾配となる傾斜屋根面を有する切妻屋根として構成され、この屋根４の内部には、後述す
る上階居室空間Ｓ２の上部分が形成されている。屋根パネル５は、傾斜方向の幅寸法が大
きい屋根パネル５Ａと、この屋根パネル５Ａよりも傾斜方向の幅寸法が小さい屋根パネル
５Ｂ（図１中、手前の屋根パネル）とを備えている。建物本体３の外壁には、複数の窓サ
ッシ６が取り付けられている。
【００１５】
　下階建物ユニット１０は、略直方体状に形成された標準下階建物ユニット１０Ａと、こ
の標準下階建物ユニット１０Ａよりも長辺方向の幅寸法が大きい長尺状の下階建物ユニッ
ト１０Ｂとを備えている。標準下階建物ユニット１０Ａは、その短辺方向に３つ並んで配
置されており、下階建物ユニット１０Ｂは、標準下階建物ユニット１０Ａに隣接して、そ
の短辺方向に３つ並んで配置されている。
　一方、上階建物ユニット２０は、略直方体状に形成された上階建物ユニット２０Ａ，２
０Ｂ，２０Ｃと、台形状に形成された上階建物ユニット２０Ｄ，２０Ｅとを備えている。
具体的には、上階建物ユニット２０は、２つの標準下階建物ユニット１０Ａの上に互いに
隣接して載置されて内部に中間床２４を有する第１，第２中間床付き上階建物ユニット２
０Ａ，２０Ｂと、これらの第１，第２中間床付き上階建物ユニット２０Ａ，２０Ｂの長辺
方向に隣接して配置される２つの長尺状の上階建物ユニット２０Ｃと、第２中間床付き上
階建物ユニット２０Ｂの短辺方向に隣接して配置される台形状上階建物ユニット２０Ｄと
、この台形状上階建物ユニット２０Ｄの長辺方向に隣接して配置される長尺状の台形状上
階建物ユニット２０Ｅとを備えている。また、第２中間床付き上階建物ユニット２０Ｂに
は、中間床２４の端縁に当接するように仕切り用の内壁２５が設けられている。
【００１６】
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　また、図２に示すように、下階建物ユニット１０および上階建物ユニット２０は、それ
ぞれ、所定の幅寸法Ｗ（短辺方向の幅寸法）および高さ寸法Ｈを有して形成され、各々の
内部には、床面材や、天井面材、内壁等が予め取り付けられ、外部には、外壁、サッシ窓
、その他の艤装部材等が予め工場で取り付けられている。
　また、標準下階建物ユニット１０Ａで構成される１階の内部空間には、リビングルーム
等の下階居室空間Ｓ１が設けられている。第１，第２中間床付き上階建物ユニット２０Ａ
，２０Ｂにおけるそれぞれの中間床２４の上側には、内壁２５で仕切られた寝室等の上階
居室空間Ｓ２が形成され、また、それぞれの中間床２４の下側には収納空間Ｓ３が形成さ
れている。第２中間床付き上階建物ユニット２０Ｂには、上階居室空間Ｓ２および収納空
間Ｓ３に対して内壁２５で仕切られた廊下Ｓ４が形成されている。台形状上階建物ユニッ
ト２０Ｄで形成される２階の内部空間には、書斎等の上階居室空間Ｓ５が形成されている
。
【００１７】
　上階居室空間Ｓ２は、第１，第２中間床付き上階建物ユニット２０Ａ，２０Ｂと、屋根
４の小屋裏部分とに跨って形成された空間であり、２階の廊下Ｓ４や上階居室空間Ｓ５よ
りも略半階分だけ高い位置に設けられ、図示しない階段等を通って行き来できるようにな
っている。また、収納空間Ｓ３の床の高さは、２階の廊下Ｓ４や上階居室空間Ｓ５の床の
高さと同じになっており、２階の廊下Ｓ４から収納物を容易に出し入れできるようになっ
ている。このように、収納空間Ｓ３は、使用者が収納物を水平方向に出し入れしやすくな
るように構成されているので、利用頻度の比較的高い収納物の収納に適している。また、
収納空間Ｓ３が緩衝地帯の役割を果たすため、下階居室空間Ｓ１と上階居室空間Ｓ２との
遮音性が高くなるように設けられている。
【００１８】
　次に、図３および図４をも参照し、標準下階建物ユニット１０Ａおよび台形状上階建物
ユニット２０Ｄの構造について詳しく説明する。
　標準下階建物ユニット１０Ａは、図３に示すように、それぞれ四隅に立設された４本の
柱１１と、これらの柱１１の上端同士を結合する４本の上梁１２と、柱１１の下端同士を
結合する４本の下梁１３とから形成された骨組みを有して構成されている。なお、上梁１
２は、各一対の長辺上梁１２Ａおよび短辺上梁１２Ｂとを備えて構成されている。
　第１，第２中間床付き上階建物ユニット２０Ａ，２０Ｂは、図３に示す標準下階建物ユ
ニット１０Ａにおける一対の長辺上梁１２Ａのうち、１本の長辺上梁１２Ａを省略して構
成され、長辺上梁１２Ａが省略された側面同士が貼り合わされるように配置されている。
【００１９】
　台形状上階建物ユニット２０Ｄは、図４に示すように、それぞれ四隅に立設された柱２
１と、これらの柱２１の上端同士を結合する４本の上梁２２と、柱２１の下端同士を結合
する４本の下梁２３とから形成された骨組みを有して構成されている。柱２１は、各一対
の長柱２１Ａおよび短柱２１Ｂとを備え、上梁２２は、長柱２１Ａの上端同士および短柱
２１Ｂの上端同士を結合する一対の長辺上梁２２Ａと、長柱２１Ａの上端および短柱２１
Ｂの上端を結合する一対の傾斜上梁２２Ｂとを備えている。短柱２１Ｂの上端は、長柱２
１Ａの上端より低く設けられ、また、短柱２１Ｂの上端間の長辺上梁２２Ａは、長柱２１
Ａの上端間の長辺上梁２２Ａより低く設けられる。このようにして、各一対の長辺上梁２
２Ａおよび傾斜上梁２２Ｂによって傾斜面が形成することができ、この傾斜面の上に、屋
根パネル５のうちで傾斜方向の幅寸法の大きい屋根パネル５Ａが当該傾斜面と同じ傾斜角
度となるように取り付けられている。
【００２０】
　以上のような建物ユニット１０，２０を有する建物本体３において、図１に示すように
、傾斜方向の幅寸法が小さい屋根パネル５Ｂの軒先側に並んで配置された下階建物ユニッ
ト１０Ａ，１０Ｂおよび上階建物ユニット２０Ａ，２０Ｃには、それぞれの建物ユニット
の骨組みを構成する柱（不図示）に沿って袖壁パネル４０が設けられている。
　すなわち、３つ並んで配置された標準下階建物ユニット１０Ａのうち建物本体３の長手
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方向の外壁に面するように配置された標準下階建物ユニット１０Ａには、外壁側の２本の
柱（不図示）に沿って下階の袖壁パネル４０Ａがそれぞれ設けられている。また、第１中
間床付き上階建物ユニット２０Ａには、標準下階建物ユニット１０Ａに設けられた下階の
袖壁パネル４０Ａの上側に連続するように、上階の袖壁パネル４０Ｂが設けられている。
【００２１】
　また、下階の袖壁パネル４０Ａを有する標準下階建物ユニット１０Ａに隣接する長尺状
の下階建物ユニット１０Ｂには、建物本体３の隅部となる位置に配置される柱（不図示）
に沿って下階の袖壁パネル４０Ａが設けられている。この下階建物ユニット１０Ｂの上に
載置される長尺状の上階建物ユニット２０Ｃには、下階建物ユニット１０Ｂに設けられた
下階の袖壁パネル４０Ａの上側に連続するように、上階の袖壁パネル４０Ｂが設けられて
いる。
　図１に示すように、袖壁パネル４０が設けられる位置の下方には、基礎２が延設されて
おり、下階の袖壁パネル４０Ａの下端部は、この基礎２に支持されている。また、上階の
袖壁パネル４０Ｂの上端部には、屋根パネル５Ｂの軒先を支持する支持金具５１が取り付
けられている。また、建物本体３の上端部には、屋根パネル５Ａ，５Ｂの棟部（屋根４の
頂部）を支持する複数の束３０と、屋根パネル５Ａの傾斜方向の中間位置を支持する複数
の支持金具５２が取り付けられている。
【００２２】
　以上のような建物本体３において、上下方向に連続して設けられ下階の袖壁パネル４０
Ａおよび上階の袖壁パネル４０Ｂは、屋根パネル５Ｂの軒先に面する外壁に建物本体３の
長手方向に沿って３箇所に設けられ、基礎２と屋根パネル５Ｂの軒先との間を連続させる
ようになっている。そして、上階の袖壁パネル４０Ａは、支持金具５１を介して屋根パネ
ル５Ｂの軒先を支持するように設けられている。従って、屋根パネル５Ｂの荷重が袖壁パ
ネル４０を介して基礎２に伝達されるため、屋根４の軒先を長くしても、それを十分に支
持できるようになっている。しかも、屋根４の軒先部分と袖壁パネル４０とにより日差し
を効果的に避けることができるようになっている。
【００２３】
　一方、従来は、屋根４の軒先を長くする場合に、その軒先に面する外壁の位置を外側に
移動させることによって、屋根４の軒先を支持する必要があった。しかし、本実施形態の
ように、上階居室空間Ｓ２を形成する第１中間床付き上階建物ユニット２０Ａにおいて、
外壁の位置を外側に移動させると、上階居室空間Ｓ２における床面から屋根パネル５Ｂま
での高さ寸法（図２中の高さ寸法Ｈ１）が小さくなる。すなわち、天井の有効高さが小さ
くなってしまう。これに対して、本実施形態では、屋根パネル５Ｂの軒先を長くする部分
を袖壁パネル４０によって支持することが可能で、上階居室空間Ｓ２の天井の有効高さを
大きくとることができるようになっている。これによって上階居室空間Ｓ２において、窓
サッシ６側の壁際での行動や、家具の選択の制限が緩和されるようになっている。
【００２４】
　次に、図５および図６に基づいて、袖壁パネル４０の構造について詳しく説明する。
　図５に示すように、下階の袖壁パネル４０Ａは、上梁４１と、下梁４２と、これらの梁
４１，４２の先端部分を連結する柱４３と、梁４１，４２の基端側寄り部分を連結する支
柱４４とからなる骨組みを有して構成され、この骨組みを下地部材としてその両面には、
図示しない面材が設けられている。上下の梁４１，４２の基端部分は、それぞれ下階建物
ユニット１０の骨組みを形成する柱１１の上下端部に接続されている。面材として、セメ
ントや金属製などの乾式外壁板（サイディング材）が取り付けられている。
　上階の袖壁パネル４０Ｂは、下階の袖壁パネル４０Ａと同様に、上下の梁４１，４２と
、柱４３と、支柱４４と、面材とを有して構成されている。上下の梁４１，４２の基端部
分は、それぞれ上階建物ユニット２０の骨組みを形成する柱２１の上下端部に接続されて
いる。そして、下階の袖壁パネル４０Ａと上階の袖壁パネル４０Ｂとは、図示しないボル
ト・ナットによって接続されている。なお、前述の屋根パネル５Ｂを支持する支持金具５
１は、上階の袖壁パネル４０Ｂの上梁４１における先端部分の上面に取り付けられている
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。
【００２５】
　図６に示すように、袖壁パネル４０の上梁４１と建物ユニット１０，２０との接続部分
には、Ｌ字状の接続金具４５が用いられている。すなわち、接続金具４５の一方の片部が
建物ユニット１０，２０の柱１１，２１の上端部分に接合され、他方の片部には袖壁パネ
ル４０の上梁４１の基端部分がボルト４６およびナット４７によって固定されている。ま
た、袖壁パネル４０の下梁４２は、上梁４１と同様に、接続金具４５を用いて建物ユニッ
ト１０，２０の柱１１，２１の下端部分に接続されている。
　以上のような、袖壁パネル４０の接続部分において、接続金具４５は、予め工場で建物
ユニット１０，２０の所定位置に接合された状態で建物の施工現場に搬入され、別途、工
場で組み立てられた袖壁パネル４０の骨組みが施工現場において取り付けられるようにな
っている。従って、袖壁パネル４０の施工現場での取付作業が容易にできるようになって
いる。
【００２６】
　また、図１に示すように、水平方向に隣り合う袖壁パネル４０の間には、これらを水平
方向に連結させる連結梁５３が設けられている。
　すなわち、連結梁５３は、建物本体３の長手方向の一端部（図１中の右側端部）および
長手方向の中間位置にそれぞれ設けられた上階袖壁パネル４０Ｂ同士を連結させる連結梁
５３Ａと、建物本体３の長手方向の中間位置および長手方向の他端部（図１中の左側端部
）にそれぞれ設けられた上階袖壁パネル４０Ｂ同士を連結させる長尺状の連結梁５３Ｂと
を備えている。これらの連結梁５３は、上階の袖壁パネル４０Ｂにおける上梁４１の先端
部分に接続されている。そして、長尺状の連結梁５３Ｂは、この長手方向の略中間位置に
おいて、中間梁５４の先端部によって支持されている。この中間梁５４の基端部は、長尺
状の上階建物ユニット２０Ｃの外壁に沿った上梁（不図示）に固定されている。長手状の
連結梁５３Ｂにおいて中間梁５４に支持された部分には、屋根パネル５Ｂの軒先を支持す
る支持金物５５が取り付けられている。
【００２７】
　以上のような連結梁５３によって、建物本体３の長辺方向に建物ユニット２０Ａ，２０
Ｃ毎に設けられた袖壁パネル４０Ｂ同士が連結されている。従って、個々の袖壁パネル４
０に水平方向の荷重が加わった際の袖壁パネル４０の強度を増すことができ、建物全体の
耐震性を高めることができるようになっている。
【００２８】
　また、図１に示すように、袖壁パネル４０が設けられた外壁に面する長手状の上階建物
ユニット２０Ｃには、上階建物ユニット２０Ｃに設けられた窓サッシ６を通って２階部分
の室内空間から出入り可能に設けられたバルコニー６０が形成されている。
　バルコニー６０は、床部としてのバルコニー床６１と、このバルコニー床６１の外側端
縁に沿って立ち上げられている手摺６２と、長手状の上階建物ユニット２０Ｃに設けられ
た２つの袖壁パネル４０Ｂとを備えて構成されている。バルコニー床６１は、これら２つ
の袖壁パネル４０Ｂ、すなわち、建物本体３の長手方向の中間位置および長手方向の他端
部（図１中の左側端部）にそれぞれ設けられた袖壁パネル４０Ｂ同士を連結させるように
設けられている。従って、別途バルコニー床６１を支持するための梁などを設けるような
手間が生じることがないようになっており、隣り合う袖壁パネル４０Ｂに支持されたバル
コニー床６１を用いてバルコニー６０を簡単に施工することができるようになっている。
【００２９】
　以上のような実施形態によれば以下の効果がある。
（１）屋根パネル５Ｂの軒先が上階の袖壁パネル４０Ｂによって支持され、上階の袖壁パ
ネル４０Ｂに接続される下階の袖壁パネル４０Ａが基礎２によって支持されているので、
屋根パネル５Ｂの荷重が袖壁パネル４０を介して基礎２に伝達されるから、屋根４の軒先
を長くしても、それを十分に支持することができる。
【００３０】
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（２）また、屋根パネル５Ｂの軒先部分並びに袖壁パネル４０により日差しを効果的に避
けたり、風が吹き込むのを抑制したりすることができ、袖壁パネル４０に囲まれた部分で
洗濯物を干す場合には、洗濯物が風にあおがれることを抑制する効果などがある。また、
屋根パネル５Ｂの軒先部分並びに袖壁パネル４０が目隠しとなって、室内空間におけるプ
ライバシーを守る効果もある。
【００３１】
（３）また、屋根パネル５Ａ，５Ｂのうちで傾斜方向の幅寸法の小さい屋根パネル５Ｂを
選択して、この選択した屋根パネル５Ｂの軒先側にのみ袖壁パネル４０を設けて軒先部分
を先端方向に延長させ、選択されなかった傾斜方向の幅寸法の大きい屋根パネル５Ａの軒
先部分は延長させないようにした。このように、部分的に延長させた軒先と、延長させな
い軒先とを合わせもつユニット式建物１を形成することによって、敷地に対するユニット
式建物１のレイアウトの自由度を大きくすることができる。
【００３２】
（４）また、屋根４の軒先が上階の袖壁パネル４０Ｂの上梁４１に支持されているので、
屋根４の荷重が上梁４１を介して上階建物ユニット２０の骨組みにも伝達される。また、
上下の梁４１，４２の先端部分が柱４３で連結されているので、屋根４の荷重が柱４３お
よび下梁４２を介しても上階建物ユニット２０の骨組みに伝達される。さらに、下階の袖
壁パネル４０Ａを介しても屋根４の荷重が下階建物ユニット１０の骨組みに伝達される。
このように、屋根４の荷重が基礎２にだけでなく建物ユニット１０，２０の骨組みにも伝
達され、屋根４の荷重を分散支持することができる。
【００３３】
（５）さらに、上下の梁４１，４２の先端部分を連結する柱４３の上端部に支持金具５１
が取り付けられ、この支持金具５１によって屋根４の軒先を支持できるので、この支持金
具５１を介して屋根パネル５Ｂを確実に固定することができる。
【００３４】
（６）また、連結梁５３Ａ，５３Ｂによって上階の袖壁パネル４０Ｂ同士が連結されるの
で、個々の袖壁パネル４０の強度を増すことができ、建物全体の耐震性を高めることがで
きる。
【００３５】
（７）さらに、長尺状の連結梁５３Ｂに取り付けられた支持金物５５によって、連結梁５
３Ｂの長手方向の中間位置で屋根パネル５Ｂを支持することができる。従って、連結梁５
３Ａよりも長い連結梁５３Ｂに取り付けた支持金物５５によって屋根４の軒先を支持すれ
ば、軒先の支持位置の間隔が部分的に大きくならずに済み、屋根パネル５Ｂを均等に支持
することができる。
【００３６】
（８）また、バルコニー床６１が隣り合う袖壁パネル４０Ｂ同士に連結されているので、
別途バルコニー床６１を支持するための梁などを設ける必要がなく、バルコニー６０を簡
単に施工することができる。
【００３７】
　なお、本発明は前述の実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成できる
範囲での変形、改良等は本発明に含まれるものである。
　例えば、前記実施形態では、隣り合う袖壁パネル４０間に連結梁５３Ｂが設けられて、
当該連結梁５３Ｂの略中間位置に取り付けられた支持金物５５を介して屋根パネル５Ｂが
支持されているが、本発明では、連結梁５３Ｂが設けられていなくてもよい。そして、こ
の連結梁５３Ｂの略中間位置を指示するために設けられた中間梁５４の代わりに、図７に
示すような片持ち梁７１が設けられて、この片持ち梁７１によって屋根パネル５Ｂが支持
されていてもよい。
【００３８】
　具体的に片持ち梁７１による屋根パネル５Ｂの支持構造を図７に基づいて説明する。図
７は、前記実施形態の変形例に係るユニット式建物１Ａを示す部分縦断面図である。この
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ユニット式建物１Ａでは、上階建物ユニット２０の骨組みの上端部に片持ち梁７１が固定
されており、この片持ち梁７１の先端部分の上面に屋根パネル５Ｂを支持する支持金具５
１Ｂが取り付けられたものである。なお、片持ち梁７１を上階建物ユニット２０の骨組み
に固定する部分には、前記実施形態におけるＬ字状の接続金具４５が用いられる。また、
片持ち梁７１は、前記実施形態における袖壁パネル４０を構成する上梁４１と同一部材と
してもよい。
　このような構成によれば、袖壁パネルによる屋根パネルの支持構造と、片持ち梁による
屋根パネルの支持構造とを容易に組み合わせることができる。例えば、意匠上の制約など
で袖壁パネルを設置することが困難な箇所に、片持ち梁を設置することができ、袖壁パネ
ルと片持ち梁とを組み合わせて屋根パネルを支持することができる。
【００３９】
　また、前記実施形態では、連結梁５３によって上階の袖壁パネル４０Ｂの上端部同士を
連結していたが、これに限らず、連結梁は袖壁パネル４０Ｂの高さ方向における中間位置
同士を連結してもよく、下端位置同士を連結してもよい。また、下階の袖壁パネル４０Ａ
同士を連結してもよい。
　また、前記実施形態では、屋根４は切妻屋根として構成したが、これに限らず、寄棟屋
根としてもよく、少なくとも傾斜する屋根面を有する屋根であればよい。
　また、前記実施形態では、２階建てのユニット式建物１としたが、ユニット式建物とし
ては、１階建てであっても２階建てであってもよく、階数に制限されない。
【産業上の利用可能性】
【００４０】
　本発明は、住宅等の建物や、店舗等の建物などで傾斜する屋根面を有する建物に利用で
きる。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】本発明の一実施形態に係るユニット式建物を示す斜視図である。
【図２】前記ユニット式建物を示す断面図である。
【図３】前記ユニット式建物における標準下階建物ユニットを示す斜視図である。
【図４】前記ユニット式建物における台形状上階建物ユニットを示す斜視図である。
【図５】前記ユニット式建物における袖壁パネルの骨組みを示す斜視図である。
【図６】前記袖壁パネルの接続部分の一部を省略して示す斜視図である。
【図７】前記実施形態の変形例に係るユニット式建物を示す部分縦断面図である。
【符号の説明】
【００４２】
　１，１Ａ…ユニット式建物
　２…基礎
　３…建物本体
　４…屋根
　５…屋根パネル
　１０…下階建物ユニット
　２０…上階建物ユニット
　４０…袖壁パネル
　４１…上梁
　４２…下梁
　４３…柱
　５１…支持金具
　５３…連結梁
　５５…支持金物
　６０…バルコニー
　６１…バルコニー床（床部）。



(10) JP 2008-144391 A 2008.6.26

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】
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